
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
最適な方路を設定して通信を行う発信側の通信装置において、
方路設定に必要な情報の収集及び方路設定計算を行って、方路設定情報を生成し管理する
発信側方路設定情報管理手段と、
前記方路設定情報から、最適方路を検出する発信側最適方路検出手段と、
現在接続している方路よりもあらたに最適な、新最適方路が検出された場合、他通信の接
続は維持したままで、コネクションの切断処理を行うコネクション切断処理手段と、
前記切断処理を行った後に、前記新最適方路を設定して呼接続を行う新最適方路設定手段
と、
を有することを特徴とする通信装置。
【請求項２】
前記コネクション切断処理手段は、切断処理すべきコネクションを、コネクション単位ま
たはポート単位で設定することを特徴とする請求項１記載の通信装置。
【請求項３】
最適な方路で通信を行う着信側の通信装置において、
方路設定に必要な情報の収集及び方路設定計算を行って、方路設定情報を生成し管理する
着信側方路設定情報管理手段と、
前記方路設定情報から、最適方路を検出する着信側最適方路検出手段と、
現在接続している方路よりもあらたに最適な、新最適方路が検出された場合、他通信の接
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続は維持したままの、コネクションの切断処理の要求を発信側へ送信するコネクション切
断処理要求手段と、
を有することを特徴とする通信装置。
【請求項４】
前記コネクション切断処理要求手段は、切断処理要求すべきコネクションを、コネクショ
ン単位またはポート単位で設定することを特徴とする請求項３記載の通信装置。
【請求項５】
最適な方路を設定して通信を行う通信システムにおいて、
方路設定に必要な情報の収集及び方路設定計算を行って、方路設定情報を生成し管理する
発信側方路設定情報管理手段と、前記方路設定情報から、最適方路を検出する発信側最適
方路検出手段と、現在接続している方路よりもあらたに最適な、新最適方路が検出された
場合、または着信側からコネクション切断処理の要求があった場合に、他通信の接続は維
持したままで、コネクションの切断処理を行うコネクション切断処理手段と、前記切断処
理を行った後に、前記新最適方路を設定して呼接続を行う新最適方路設定手段と、から構
成される発信側通信装置と、
方路設定に必要な情報の収集及び方路設定計算を行って、方路設定情報を生成し管理する
着信側方路設定情報管理手段と、前記方路設定情報から、最適方路を検出する着信側最適
方路検出手段と、現在接続している方路よりもあらたに最適な、新最適方路が検出された
場合、前記コネクション切断処理の要求を前記発信側通信装置へ送信するコネクション切
断処理要求手段と、から構成される着信側通信装置と、
を有することを特徴とする通信システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、通信装置に関し、特に最適な方路を設定して通信を行う通信装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ＡＴＭ（ Asynchronous Transfer Mode）は、データ、音声、動画などからなるマルチメデ
ィア通信をそれぞれが必要とする速度や品質に合わせて１つのネットワークで提供する通
信方式である。
【０００３】
ＡＴＭネットワークでは、ＶＣ（ Virtual Channel）確立のためのインタフェースとして
、ＰＮＮＩ (Private Network-Network Interface)が、企業ネットワーク等で広く用いら
れている。ＰＮＮＩは、ＡＴＭノード間のルーティング機能とシグナリング機能を併せ持
ったプロトコルである。
【０００４】
また、近年では、ＰＮＮＩのネットワークの末端は相手固定接続とし、中継部分では相手
選択接続を行うＳ－ＰＶＣ（ Soft－ Permanent VC）サービスが実用化されている。
【０００５】
図１２はＳ－ＰＶＣサービスのＰＮＮＩネットワーク構成の一例を示す図である。ＡＴＭ
ノード３０１～３０５はリング状に接続する。また、ＡＴＭノード３０１に端末３０１ａ
、３０１ｂが接続し、ＡＴＭノード３０２に端末３０２ａが接続し、ＡＴＭノード３０４
に端末３０４ａが接続する。
【０００６】
Ｓ－ＰＶＣサービスでは、端末３０１ａ、３０１ｂとＡＴＭノード３０１間、端末３０２
ａとＡＴＭノード３０２間、端末３０４ａとＡＴＭノード３０４間はＰＶＣ（ Permanent 
VC）で呼接続し、ＡＴＭノード３０１～３０５内はＳＶＣ（ Switched VC）で呼接続する
。
【０００７】
ここで、ネットワークの通信状態として、ＡＴＭノード３０５がまだ立ち上がっておらず
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、また、端末３０１ａと端末３０２ａが回線Ｋを用いて通信中であるとする。
【０００８】
このような状態で、端末３０１ｂから端末３０４ａへ通信接続する場合、まず、発信側の
ＡＴＭノード３０１が方路の選択制御を行って、現時点での最適な方路（方路ｒ１となる
）を検出する。そして、ＡＴＭノード３０１から着信側のＡＴＭノード３０４へＳＶＣ発
呼することで、端末３０１ｂと端末３０４ａ間での通信が可能になる。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記のような従来の方路選択制御では、あらたに最適な方路が出現した場合、柔
軟に対応できないといった問題があった。
【００１０】
すなわち、ここの例では、方路ｒ１で端末３０１ｂと端末３０４ａが通信を行っている時
にＡＴＭノード３０５が立ち上がった場合、最適方路は方路ｒ２となる。
【００１１】
このため、方路ｒ２へ通信確立を変更しようとすると、従来ではＡＴＭノード３０１に接
続する回線Ｋをいったん閉塞して、その後に解除し、それから、ＡＴＭノード３０１で方
路選択制御をあらためて実行することで、方路ｒ２を選択していた。
【００１２】
ところが、端末３０１ａと端末３０２ａは、回線Ｋ（回線Ｋ内の、方路ｒ１で使用するコ
ネクションとは異なるコネクション）を用いてすでに通信中であるから、回線Ｋが閉塞す
ると通信断が生じてしまう。
【００１３】
このように、ネットワーク規模の拡大・縮小や回線障害の発生・復旧等により、最適方路
は多様に変化することになるが、従来の方路選択制御では、あらたな最適方路を見つけて
、これに通信確立を変更しようとすると、発信側のＡＴＭノードに設置されているすべて
の回線に対して、閉塞／解除を行ってリセットした後に、方路選択制御をあらためて実行
しなければならない。このため、すでに接続中である他の通信に悪影響を与えてしまうと
いった問題があった。
【００１４】
本発明はこのような点に鑑みてなされたものであり、他の通信に悪影響を与えずに、最適
方路を効率よく設定して、通信品質の向上を図った通信装置を提供することを目的とする
。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
本発明では上記課題を解決するために、図１に示すような、最適な方路を設定して通信を
行う発信側の通信装置１０において、方路設定に必要な情報の収集及び方路設定計算を行
って、方路設定情報を生成し管理する発信側方路設定情報管理手段１１と、方路設定情報
から、最適方路を検出する発信側最適方路検出手段１２と、現在接続している方路よりも
あらたに最適な、新最適方路を検出した場合、他通信の接続は維持したままで、コネクシ
ョンの切断処理を行うコネクション切断処理手段１３と、切断処理を行った後に、新最適
方路を設定して呼接続を行う新最適方路設定手段１４と、を有することを特徴とする通信
装置１０が提供される。
【００１６】
ここで、発信側方路設定情報管理手段１１は、方路設定に必要な情報の収集及び方路設定
計算を行って、方路設定情報を生成し管理する。発信側最適方路検出手段１２は、方路設
定情報から、最適方路を検出する。コネクション切断処理手段１３は、現在接続している
方路よりもあらたに最適な、新最適方路を検出した場合、他通信の接続は維持したままで
、コネクションの切断処理を行う。新最適方路設定手段１４は、切断処理を行った後に、
新最適方路を設定して呼接続を行う。
【００１７】
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【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。図１は本発明の通信装置の原理図
である。通信装置１０は、最適な方路を設定して通信を行う発信側の装置である。
【００１８】
発信側方路設定情報管理手段１１は、方路設定に必要な情報を隣接ノードから収集する。
そして、収集した情報を用いて方路設定計算を行って、方路設定情報を生成し、これを管
理する。
【００１９】
発信側最適方路検出手段１２は、方路設定情報から、最適方路を検出する。コネクション
切断処理手段１３は、現在接続している方路よりもあらたに最適な、新最適方路を検出し
た場合、他通信の接続は維持して、コネクションの切断処理を行う。
【００２０】
新最適方路設定手段１４は、切断処理を行った後に、新最適方路を設定して呼接続を行う
。この場合、他に通信を行っているコネクションがなければ方路選択制御を再実行するこ
とで新最適方路を設定してもよいし、他に通信を行っているコネクションがあれば、その
通信中のコネクション（特定のコネクション）をマスクして、新最適方路を設定すること
もできる。
【００２１】
ここで、例えば図に示すように、最初、方路Ｒｏが最適方路として用いられており、その
後、ネットワーク状態が変化して、あらたな最適方路Ｒｎが現れたとする。
【００２２】
従来では、回線の閉塞／解除を行ってリセットした後に、方路選択制御をあらためて実行
して、あらたな最適方路に呼接続していたため、すでに接続中である他通信のコネクショ
ンＣに悪影響（通信断）を与えていた。なお、回線の閉塞とは、装置に接続するすべての
回線（コネクション）を切断することをいう。
【００２３】
一方、本発明の場合では、旧最適方路Ｒｏのみを切断し、そして切断処理を解除した後に
、新最適方路Ｒｎに呼接続する。このため、すでに接続中である他通信のコネクションＣ
には何ら悪影響を及ぼさずに、あらたな最適方路を設定することができるので、通信品質
の向上及び信頼性の向上を図ることが可能になる。
【００２４】
図２は本発明の通信システムの原理図である。通信システム１は、上述した発信側の通信
装置１０と、着信側の通信装置２０とから構成され、最適な方路を設定して通信を行うシ
ステムである。
【００２５】
通信装置２０に対し、着信側方路設定情報管理手段２１は、方路設定に必要な情報を隣接
ノードから収集する。そして、収集した情報を用いて方路設定計算を行って、方路設定情
報Ｊ２を生成し、これを管理する。
【００２６】
着信側最適方路検出手段２２は、方路設定情報Ｊ２から、最適方路を検出する。コネクシ
ョン切断処理要求手段２３は、現在接続している方路よりもあらたに最適な、新最適方路
を検出した場合、他通信の接続は維持したままの、コネクションの切断処理要求を発信側
の通信装置１０へ送信する。
【００２７】
図３は通信システム１の動作を示すフローチャートである。着信側の通信装置２０からコ
ネクション切断要求を行って最適方路を確立する場合の動作フローを示す。
【００２８】
〔Ｓ１ａ〕発信側方路設定情報管理手段１１は、方路設定に必要な情報の収集及び方路設
定計算を行って、方路設定情報Ｊ１を生成し管理する。
〔Ｓ１ｂ〕着信側方路設定情報管理手段２１は、方路設定に必要な情報の収集及び方路設
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定計算を行って、方路設定情報Ｊ２を生成し管理する。なお、方路設定情報Ｊ１＝方路設
定情報Ｊ２であり、発信側、着信側の通信装置１０、２０で独立に方路設定情報は管理さ
れる。
【００２９】
〔Ｓ２〕発信側最適方路検出手段１２は、方路設定情報Ｊ１から、最適方路を検出し、着
信側最適方路検出手段２２は、方路設定情報Ｊ２から、最適方路を検出する。通信装置１
０、２０間の最適方路の検出に関しても、発信側、着信側の通信装置１０、２０で互いに
独立に行われる。なお、ここではネットワーク状態が変化した際、着信側最適方路検出手
段２２が先に新最適方路Ｒｎを検出したとする。
【００３０】
〔Ｓ３〕着信側最適方路検出手段２２で、現在接続している方路Ｒｏよりもあらたに最適
な、新最適方路Ｒｎが検出されたので、コネクション切断処理要求手段２３は、コネクシ
ョンの切断処理要求を発信側の通信装置１０へ送信する。
【００３１】
〔Ｓ４〕通信装置１０は、コネクションの切断処理要求を受信する。そして、コネクショ
ン切断処理手段１３は、コネクションの切断処理要求にもとづいて、他通信コネクション
Ｃの接続は維持したまま、方路Ｒｏを一旦切断処理し、その後、切断処理を解除する。
【００３２】
〔Ｓ５〕新最適方路設定手段１４は、切断処理を行った後に（切断処理解除後）、新最適
方路Ｒｎを設定して呼接続を行う。
以上説明したように、本発明の通信システム１は、現在接続している方路よりもあらたに
最適な、新最適方路を検出した場合、他通信の接続は維持して、コネクションの切断処理
を行って、新最適方路を設定し呼接続を行う構成とした。この場合、発信側の通信装置１
０の処理だけでなく、着信側の通信装置２０からもコネクション切断処理要求を送信する
ことで、新最適方路を設定できる。
【００３３】
これにより、他の通信に悪影響を与えずに、新しい最適方路を効率よく設定することがで
きるので、通信品質の向上を図ることが可能になる。
次にＡＴＭのＰＮＮＩネットワークに本発明を適用した場合の詳細について以降説明する
。なお、以降では、本発明の通信装置をＡＴＭノードと呼ぶ。まず、発信側方路設定情報
管理手段１１と着信側方路設定情報管理手段２１（総称する場合は、方路設定情報管理手
段と呼ぶ）について説明する。
【００３４】
方路設定情報管理手段は、方路設定に必要な情報の収集及び方路設定計算を行う場合、具
体的には、システム立ち上げ時に Helloパケットのやりとりと、データベースサマリのや
りとりを行い、システム立ち上げ後はトポロジデータベースのやりとりを一定の周期間隔
で行う。
【００３５】
Helloパケットのやりとりについて、ＡＴＭノードは、隣接ノードと Helloパケットをやり
とりし、相手ノードの情報やそのノードとの間のリンク状態を把握する。
【００３６】
そして、 Helloパケットの中に含まれる Peer Group IDを確認すると、データベースの交換
を行うべきノードであることを認識し、ノードＩＤを交換する。
データベースサマリのやりとりについて、各ノードは、ＰＮＮＩネットワーク内の他ノー
ドの構成情報、リソース情報を含むデータベースを持ち、これをもとに呼接続時の方路決
定に必要な計算を行う。また、各ノードはネットワーク構成について一貫した情報を保持
することが必要となるため、これらデータベースの情報（管理ウェイト、セル転送遅延、
セル遅延ゆらぎ等）を交換する。
【００３７】
トポロジデータベースのやりとりについて、ＰＴＳＥ（ PNNI Topology State Element）
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と呼ばれるトポロジ関連情報を各ノード間で定期的に交換することにより、全ノードのト
ポロジデータベースの同期をとる。
【００３８】
次にコネクション切断処理手段１３及びコネクション切断処理要求手段２３について説明
する。図４は回線インタフェース部を示す図である。回線インタフェース部１００は、Ａ
ＴＭノードに設置され、ノード間を回線を通じて接続して、通信情報のインタフェース制
御を行う。
【００３９】
回線インタフェース部１００には、ポートＰ１～Ｐｎが設けられ、ポートＰ１～Ｐｎには
回線Ｋ１～Ｋｎが設置される。また、回線Ｋ１～Ｋｎのそれぞれには、複数の論理的なコ
ネクションが設定される。例えば、回線Ｋ１では、コネクションＣ１１～Ｃ１ｎが設定さ
れ、回線Ｋ２では、コネクションＣ２１～Ｃ２ｎが設定され、回線Ｋｎでは、コネクショ
ンＣｎ１～Ｃｎｎが設定される。
【００４０】
このような回線インタフェース部１００に対して、発信側でコネクションの切断処理を行
う場合、切断処理すべきコネクションを、コネクション単位またはポート単位で設定する
。例えば、１本のコネクションの切断処理、発信側すべてのコネクションの切断処理、指
定ポートすべてのコネクションの切断処理等を行う。
【００４１】
１本のコネクションの切断処理とは、図に示すコネクションＣ１１～Ｃｎｎの中で１本の
コネクション（例えば、コネクションＣ１１のみ）を切断することである。
【００４２】
発信側すべてのコネクションの切断処理とは、図に示すコネクションＣ１１～Ｃｎｎすべ
てを切断することである（従来の“回線の閉塞”と等しい）。
指定ポートすべてのコネクションの切断処理とは、例えば、ポートＰ１、Ｐ２が指定され
たら、ポートＰ１のすべてのコネクションＣ１１～Ｃ１ｎとポートＰ２のすべてのコネク
ションＣ２１～Ｃ２ｎを切断することである。
【００４３】
一方、着信側でコネクションの切断処理要求を行う場合も、切断処理要求すべきコネクシ
ョンを、コネクション単位またはポート単位で設定する。例えば、１本のコネクションの
切断処理要求、着信側すべてのコネクションの切断処理要求、指定ポートすべてのコネク
ションの切断処理要求等を行う。
【００４４】
１本のコネクションの切断処理要求とは、図に示すコネクションＣ１１～Ｃｎｎの中で１
本のコネクション（例えば、コネクションＣ１１のみ）を発信側へ切断要求することであ
る。
【００４５】
着信側すべてのコネクションの切断処理要求とは、図に示すコネクションＣ１１～Ｃｎｎ
すべてを発信側へ切断要求することである。
指定ポートすべてのコネクションの切断処理要求とは、例えば、ポートＰ１、Ｐ２が指定
されたら、ポートＰ１のすべてのコネクションＣ１１～Ｃ１ｎとポートＰ２のすべてのコ
ネクションＣ２１～Ｃ２ｎを発信側へ切断要求することである。
【００４６】
このように、本発明では、コネクションの切断処理または切断処理要求を行う場合、コネ
クション単位またはポート単位で設定するものとした。これにより、多様なネットワーク
状態の変化に柔軟に対応して、コネクションの切断処理または切断処理要求を行うことが
可能になる。
【００４７】
次にＳ－ＰＶＣサービスのＰＮＮＩネットワーク上で本発明を適用した場合について説明
する。ただし、発信側でコネクションの切断処理を行い、その後、特定コネクションをマ
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スクすることで新最適方路を設定する場合の動作について説明する。
【００４８】
図５はネットワーク構成を示す図であり、図６は方路設定情報管理テーブルを示す図であ
る。Ｓ－ＰＶＣサービスを提供するＰＮＮＩネットワーク２００では、ＡＴＭノード１０
０～１０３は、リング状にＳＶＣ接続しており、ＡＴＭノード１００には端末１００ａが
ＰＶＣ接続し、ＡＴＭノード１０２には端末１０２ａがＰＶＣ接続する。そして、端末１
００ａと端末１０２ａが通信を行うものとする。
【００４９】
また、ＡＴＭノード１００～１０３に対するＰＮＮＩインタフェースとしては、ＡＴＭノ
ード１００で、ＡＴＭノード１０１、１０３と接続するポートはそれぞれポートａ１、ａ
３である。
【００５０】
ＡＴＭノード１０１で、ＡＴＭノード１００、１０２と接続するポートはそれぞれポート
ｂ１、ｂ２である。
ＡＴＭノード１０２で、ＡＴＭノード１０１、１０３と接続するポートはそれぞれポート
ｃ１、ｃ３である。
【００５１】
ＡＴＭノード１０３で、ＡＴＭノード１００、１０２と接続するポートはそれぞれポート
ｄ１、ｄ２である。
また、方路設定情報管理手段で管理される方路設定情報管理テーブルＴ１には、各ポート
の管理ウェイトが記載されている。例えば、ＡＴＭノード１００のポートａ１、ａ３の管
理ウェイトはそれぞれ１０、３０である。
【００５２】
図７は方路テーブルを示す図である。方路テーブルＴ２は、方路設定情報管理手段で管理
され、テーブル項目としては、優先順位、方路、合計管理ウェイトから構成される。
【００５３】
ＰＮＮＩネットワーク２００に対し、合計管理ウェイトが３０の方路Ｒ２は、優先順位が
１番であり、合計管理ウェイトが４０の方路Ｒ３は、優先順位が２番である。
【００５４】
したがって、ＰＮＮＩネットワーク２００での最適方路は、ＡＴＭノード１００（ａ１）
→ＡＴＭノード１０１（ｂ１→ｂ２）→ＡＴＭノード１０２（ｃ１）の方路をとる方路Ｒ
２である。この方路Ｒ２を通じて、ＰＮＮＩネットワーク２００では端末１００ａと端末
１０２ａが通信を行うことになる。
【００５５】
図８はネットワーク状態が変化した後のネットワーク構成を示す図であり、図９はネット
ワーク状態が変化した後の方路設定情報管理テーブルを示す図である。
【００５６】
ネットワーク状態の変化として、ＡＴＭノード１００とＡＴＭノード１０２間に新しいリ
ンクがはられて、ＰＮＮＩネットワーク２００からＰＮＮＩネットワーク２０１に変化し
たとする。
【００５７】
ＰＮＮＩインタフェースとしてはあらたに、ポートａ２、ｃ２が追加される。ポートａ２
は、ＡＴＭノード１００で、ＡＴＭノード１０２と接続するポートであり、ポートｃ２は
、ＡＴＭノード１０２で、ＡＴＭノード１００と接続するポートである。
【００５８】
また、方路設定情報管理テーブルＴ１ａには、ＡＴＭノード１００のポートａ２の管理ウ
ェイト２０、ＡＴＭノード１０２のポートｃ２の管理ウェイト２０が新しい情報として追
加される。
【００５９】
図１０はネットワーク状態変化後の方路テーブルを示す図である。方路テーブルＴ２ａに
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は、ＰＮＮＩネットワーク２０１に対する方路が示される。ＰＮＮＩネットワーク２０１
に対し、合計管理ウェイトが２０の方路Ｒ１は、優先順位が１番であり、合計管理ウェイ
トが３０の方路Ｒ２は、優先順位が２番であり、合計管理ウェイトが４０の方路Ｒ３は、
優先順位が３番である。したがって、ＰＮＮＩネットワーク２０１での最適方路は、ＡＴ
Ｍノード１００（ａ２）→ＡＴＭノード１０２（ｃ２）の方路をとる方路Ｒ１である。こ
の方路Ｒ１は新最適方路となる。
【００６０】
ここで、発信側最適方路検出手段１２は、方路テーブルＴ２ａから新最適方路Ｒ１を検出
する。すると、コネクション切断処理手段１３は、方路Ｒ２を切断する。切断処理の解除
後、方路Ｒ２、Ｒ３をマスクして新最適方路Ｒ１を設定して呼接続する。このような処理
により、ＰＮＮＩネットワーク２０１では、端末１００ａと端末１０２ａは方路Ｒ１を通
じて通信を行うことになる。
【００６１】
次に本発明の動作シーケンスについて、図８で示したＰＮＮＩネットワーク２０１を対象
に説明する。図１１は方路切り替えのシーケンス図である。ＰＮＮＩネットワーク２０１
に対し、方路Ｒ２から方路Ｒ１への切り替えを示している。
〔Ｓ１０〕ＡＴＭノード１００、１０２は、ＡＴＭノード１０１を介して、方路Ｒ２を通
じて通信を行っている。
【００６２】
〔Ｓ１１〕新最適方路Ｒ１が出現した場合、ＡＴＭノード１００は、方路Ｒ２を切断する
旨を知らせるＲＥＬ（ release）メッセージを、ＡＴＭノード１０１に送信する。
〔Ｓ１２〕ＡＴＭノード１０１は、方路Ｒ２を切断する旨を知らせるＲＥＬメッセージを
、ＡＴＭノード１０２に送信する。
【００６３】
〔Ｓ１３〕ＡＴＭノード１０２は、方路Ｒ２を切断する旨を了解するＲＥＬ＿ＣＯＭ (rel
ease complete)メッセージを、ＡＴＭノード１０１に送信する。
〔Ｓ１４〕ＡＴＭノード１０１は、方路Ｒ２を切断する旨を了解するＲＥＬ＿ＣＯＭメッ
セージを、ＡＴＭノード１００に送信する。
【００６４】
〔Ｓ１５〕方路Ｒ２の切断後、ＡＴＭノード１００は方路Ｒ１を通じて、ＳＥＴＵＰメッ
セージをＡＴＭノード１０２に送信する。
〔Ｓ１６〕ＡＴＭノード１０２は、方路Ｒ１を通じて、方路Ｒ１で通信を行う旨を了解す
るＣＡＬＬ＿ＰＲＯＣ (call procedure)メッセージをＡＴＭノード１００に送信する。
【００６５】
〔Ｓ１７〕ＡＴＭノード は、方路Ｒ１を通じて、リンク確立のためのＣＯＮＮ (con
nection)メッセージをＡＴＭノード に送信する。
〔Ｓ１８〕ＡＴＭノード は、方路Ｒ１を通じて、ＣＯＮＮメッセージの応答である
ＣＯＮＮ＿ＡＣＫ (connection acknowledgement)メッセージをＡＴＭノード に送信
する。
〔Ｓ１９〕ＡＴＭノード１００、１０２は、方路Ｒ１を通じて通信を行う。
【００６６】
以上説明したように、本発明の通信装置は、現在接続している方路よりもあらたに最適な
、新最適方路を検出した場合、他通信の接続は維持して、コネクションの切断処理を行っ
て、新最適方路を設定し呼接続を行う構成とした。また、発信側の機能だけでなく、着信
側でもコネクション切断処理に関する制御を行う構成とした。
【００６７】
これにより、他の通信に悪影響を与えずに、新しい最適方路を効率よく設定可能となり、
多様なネットワークに柔軟に対応して、通信品質の向上を図ることが可能になる。
【００６８】
なお、上記の説明では、コネクションの切断処理・切断処理要求、またはマスク処理や新
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最適方路設定の処理は、通信装置内部で自動的にコネクションを選択して実行する構成と
したが、通信装置に接続する保守コンソールを通じてオペレータが任意にコネクションを
選択することもできる。
【００６９】
例えば、保守コンソールの画面上に新最適方路の検出通知が示された時、切断したいコネ
クションやマスクしたいコネクションを、オペレータが保守コンソールを通じて選択し、
通信装置がその指示にしたがって切断処理等を実行することもできる。
【００７０】
（付記１）　最適な方路を設定して通信を行う発信側の通信装置において、
方路設定に必要な情報の収集及び方路設定計算を行って、方路設定情報を生成し管理する
発信側方路設定情報管理手段と、
前記方路設定情報から、最適方路を検出する発信側最適方路検出手段と、
現在接続している方路よりもあらたに最適な、新最適方路を検出した場合、他通信の接続
は維持したままで、コネクションの切断処理を行うコネクション切断処理手段と、
前記切断処理を行った後に、前記新最適方路を設定して呼接続を行う新最適方路設定手段
と、
を有することを特徴とする通信装置。
【００７１】
（付記２）　前記コネクション切断処理手段は、切断処理すべきコネクションを、コネク
ション単位またはポート単位で設定することを特徴とする付記１記載の通信装置。
【００７２】
（付記３）　前記新最適方路設定手段は、特定のコネクションをマスクして、前記新最適
方路を設定することを特徴とする付記１記載の通信装置。
（付記４）　最適な方路で通信を行う着信側の通信装置において、
方路設定に必要な情報の収集及び方路設定計算を行って、方路設定情報を生成し管理する
着信側方路設定情報管理手段と、
前記方路設定情報から、最適方路を検出する着信側最適方路検出手段と、
現在接続している方路よりもあらたに最適な、新最適方路を検出した場合、他通信の接続
は維持したままの、コネクションの切断処理の要求を発信側へ送信するコネクション切断
処理要求手段と、
を有することを特徴とする通信装置。
【００７３】
（付記５）　前記コネクション切断処理要求手段は、切断処理要求すべきコネクションを
、コネクション単位またはポート単位で設定することを特徴とする付記４記載の通信装置
。
【００７４】
（付記６）　最適な方路を設定して通信を行う通信システムにおいて、
方路設定に必要な情報の収集及び方路設定計算を行って、方路設定情報を生成し管理する
発信側方路設定情報管理手段と、前記方路設定情報から、最適方路を検出する発信側最適
方路検出手段と、現在接続している方路よりもあらたに最適な、新最適方路を検出した場
合、または着信側からコネクション切断処理の要求があった場合に、他通信の接続は維持
したままで、コネクションの切断処理を行うコネクション切断処理手段と、前記切断処理
を行った後に、前記新最適方路を設定して呼接続を行う新最適方路設定手段と、から構成
される発信側通信装置と、
方路設定に必要な情報の収集及び方路設定計算を行って、方路設定情報を生成し管理する
着信側方路設定情報管理手段と、前記方路設定情報から、最適方路を検出する着信側最適
方路検出手段と、現在接続している方路よりもあらたに最適な、新最適方路を検出した場
合、前記コネクション切断処理の要求を前記発信側通信装置へ送信するコネクション切断
処理要求手段と、から構成される着信側通信装置と、
を有することを特徴とする通信システム。
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【００７５】
（付記７）　前記コネクション切断処理手段は、切断処理すべきコネクションを、コネク
ション単位またはポート単位で設定することを特徴とする付記６記載の通信システム。
【００７６】
（付記８）　前記コネクション切断処理要求手段は、切断処理要求すべきコネクションを
、コネクション単位またはポート単位で設定することを特徴とする付記６記載の通信シス
テム。
【００７７】
（付記９）　前記新最適方路設定手段は、特定のコネクションをマスクして、前記新最適
方路を設定することを特徴とする付記６記載の通信システム。
【００７８】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明の通信装置は、現在接続している方路よりもあらたに最適な
、新最適方路を検出した場合、他通信の接続は維持して、コネクションの切断処理を行っ
て、新最適方路を設定し呼接続を行う構成とした。これにより、他の通信に悪影響を与え
ずに、新しい最適方路を効率よく設定することができるので、通信品質の向上を図ること
が可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の通信装置の原理図である。
【図２】本発明の通信システムの原理図である。
【図３】通信システムの動作を示すフローチャートである。
【図４】回線インタフェース部を示す図である。
【図５】ネットワーク構成を示す図である。
【図６】方路設定情報管理テーブルを示す図である。
【図７】方路テーブルを示す図である。
【図８】ネットワーク状態が変化した後のネットワーク構成を示す図である。
【図９】ネットワーク状態が変化した後の方路設定情報管理テーブルを示す図である。
【図１０】ネットワーク状態変化後の方路テーブルを示す図である。
【図１１】方路切り替えのシーケンス図である。
【図１２】Ｓ－ＰＶＣサービスのＰＮＮＩネットワーク構成の一例を示す図である。
【符号の説明】
１０　通信装置
１１　発信側方路設定情報管理手段
１２　発信側最適方路検出手段
１３　コネクション切断処理手段
１４　新最適方路設定手段
Ｃ　他通信のコネクション
Ｒｏ　方路（旧最適方路）
Ｒｎ　新最適方路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

(13) JP 3859436 B2 2006.12.20



フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０２－１８９０４３（ＪＰ，Ａ）
              特開平０３－１９８５５１（ＪＰ，Ａ）
              特開平０４－２７６９４５（ＪＰ，Ａ）
              特開平０４－３３１５３０（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－０２３３４７（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－２９０２８８（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－０４９８６２（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－２８５１６８（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－０６５６８０（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04L 12/28

(14) JP 3859436 B2 2006.12.20


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

